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Theme

農から価値を形成するバリューチェーンと 

それを支える人材

Point

世界に広がるユニークなバリューチェーンの強み

持続可能な農業の実現に向けた新たな挑戦
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編集方針
カゴメグループは1999年度の環境報告書発行から現在まで、事業を通した社会貢献へ
の取り組みを「サステナビリティレポート」（CSR活動報告）や「カゴメストーリー」（会社案
内）を通してステークホルダーの皆様にご報告してきました。本報告書は、株主・投資家を
はじめとしたステークホルダーの皆様に、カゴメの中長期的な企業価値向上に向けた取
り組みをお伝えすることで、新たな対話の機会を創出することを目的として発行していま
す。また、本報告書に掲載しきれない財務情報やCSR活動報告については、当社Webサ
イトで情報をご覧ください。
　なお、本報告書は代表取締役社長をはじめ経営層が積極的に制作に参画しており、内
容については取締役会にて審議・承認を得ています。

当社Webサイト
https://www.kagome.co.jp/company/

表示単位
本報告書で表示している金額のうち、億円単位のものは一億円未満を切り捨て、百万円単
位のものは百万円未満を切り捨てて表示しています。また、%は四捨五入で表示しています。

報告対象期間・範囲
報告対象期間は2023年1月1日～2023年12月31日ですが、必要に応じて一部当該期間
の前後の活動に関する記述も含まれます。報告対象範囲はカゴメ株式会社及び連結子会
社となりますが、カゴメ株式会社のみの記述なども一部含まれます。

参考ガイドライン
本報告書は、国際統合報告評議会（IIRC）の国際統合報告フレームワーク及び経済産業省
「価値共創ガイダンス」を参考にしています。また、CSR活動については当社Webサイトで
報告しており、本報告書ではESGの側面からハイライトを掲載しています。

【見通しに関する特記事項】
本報告書に掲載されている情報には、将来の見通しに関する記述が含まれています。これ
らは本報告書作成時点の当社の判断に基づくものであり、リスクや不確定な要因を含ん
でいます。今後、様々な要因の変化によって、記述されている将来見通しとは異なる結果
となる可能性がありますことをご承知おきください。




